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1. まえがき 

リフレクトアレーアンテナにおいて収差理論を応用する

ことにより，簡易的に周波数特性を評価できることを示し

た[1]．本報告では,簡易評価法を用いて成形ビームを放射

するリフレクトアレーアンテナを多周波数で最適化する設

計法について提案する． 

2. 評価関数 

従来では，中心周波数 f0 において最適なビーム形状とな

るよう設計していたため，f0 以外の周波数については保証

されていなかった．共振素子の反射位相が周波数にかかわ

らず一定であるという理想的な条件[1]にすることによって，

任意の数の周波数を含めた最適化が可能となる．任意の数

の周波数を最適化する評価関数 F の式を式(1)に示す． 
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ここで、n は最適化を行う周波数の数，P を評価点の個

数，Wipを利得の重みとする．また，Gipは各評価点 p の方

向における利得関数であり，共振素子の反射位相が決まれ

ば求めることができる．また，G0pを要求利得とする．Gip

が G0pと近づくほど F は小さくなるため，F が最小となる

ように最急降下法で共振素子の反射位相を決定する．  

3. 解析結果 

 設計周波数帯域を Ka 帯，開口径 47.92λのリフレクトア

レーアンテナにおいて評価点を 11点置き 3周波数で最適化

するよう設計をした．また，解析手法は[1]の手法で行った． 

図 1、2、3 に低周波数側，中心周波数，および高周波数側

の放射パターンの解析結果を示す．図 1，2，3 より新設計

法では従来設計と比較して，f=f0 においては大差は見られ

なかったが，f=0.957f0，1.043f0 においては特に，北海道，

沖縄県，小笠原諸島付近で差異が見られる．3 周波数で最

適化を行った放射パターンでは 3 周波数において放射パタ

ーンが従来設計と比較して乱れておらず，いずれの周波数

においてもずべ手の評価点において 33.6dBi 以上の利得を

得ることができ良好な周波数特性が得られた．  

4. まとめ 

多周波数で最適化するリフレクトアレーの設計法は従来

設計より良好な利得周波数特性が得られ，多周波数での最

適化を行う設計法の妥当性を示した． 
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図 1 放射パターン(f=0.957f0) 

図 2 放射パターン(f=f0) 

図 3 放射パターン(f=1.043f0) 
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